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第１回 公園づくり検討会 各班での意見等 

区分 使い方（案） 設置物（案） 
当該地の位置づけ 

（※参考として左記を踏まえた各班の進行役による案） 

Ａ班 

・ベンチがたくさんあって緑がきれいな遊歩道のイメージ。 

・通路を作って通り抜けられるようにしたい。 

・自動車は進入禁止にして、自転車は押して歩くようにする。 

・お年寄りがベンチに座って緑を眺めたり、散歩ができたりするような公園

にしたい。 

・小学生入学前の小さな子どもを遊ばせられる公園が近くにないのでほしい。

・小学生向けのすべり台などは他の公園にもあるが、小さな子どもは危なく

て遊ばせられない。 

・鉄棒、砂場、ブランコは西松建設の敷地内の公園にもある。 

・夏は水遊びができるようにしたい。 

・通路に沿って水路があり水が流れているのも良い。 

・日中ずっと陽が当たるので、夏など特に、藤棚（パーゴラ）や木

陰などの日除けになるものがあると良い。 

・ベンチはいろんな種類のものがたくさんあると良い。 

・小さな子ども向けの遊具（小さなすべり台、スプリング遊具、複

合遊具）があると良い。 

・水路（夏場のみ）があると良い。 

・小さな子ども向けの水遊び設備（夏場のみ）があると良い（常に

水が溜まっているものではなく、水が出て流れて地面に吸い込ま

れるようなもの。例：ゴリラ公園）。 

・住宅地側に１ｍ幅程度のおしゃれな低木を植えると良い。 

・幼児が遊ぶ場 

・お年寄りの憩いの場 

・日々の憩いの場（散歩道） 

・緑化された場 

Ｂ班 

・小さな子ども（例、２～５歳）が遊べるようにしたい。 

・隣接している西松建設の社宅内には、小さな子どもがたくさん住んでいる。

・小さな子どもが水遊びできると良い。但し、水道代が多くかかる。水を循

環させることができると良い。 

・小学生が多いと小さな子どもは遊びづらい。 

・遊具は、１～２個のみが設置されていると逆に取り合いとなるので、設置

するならば多い方が良い。 

・子どもが集まる場となると、保育園の散歩などで多くの子どもが来たりし

た場合は、とてもうるさく、近所迷惑と捉えられることもある。よって、

植木を主体とした歩く場／散歩する場としたい。 

・舗装は、土のみではなく、アスファルトなど何かしらの舗装、及び直線で

はなく曲がりくねっている方が良い。 

・歩くだけでなく、立ち止まり、座れるようにしたい。 

・小さな子ども向けの水遊び設備（例、地面から水が噴き出すもの）

があると良い。 

・仮に遊具を設置するならば、隣接している西松建設の社宅内には

設置されていない遊具が良い。 

・健康に寄与するよう 10ｍ間隔で、距離の表示を施した舗装がある

と良い。 

・時計は、あった方が良い。 

・ベンチ（ホームレスなどが居座らないようなベンチ）があると良

い。 

 （例、石製のイス、一人用のイス、寝そべるイス） 

・木陰があると良い。 

・かわいい花壇があると良い。 

・幼児が遊ぶ場 

・日々の憩いの場（散歩道／素敵なベンチ）

・健康づくりの場 

・緑化された場 

Ｃ班 

・小さな子どもが思い切り走ることができるようにしたい。 

・出入口あたりには親がいて、公園の中で遊んでいる子どもを親が見守れる

ようにしてほしい。 

・自動車は通り抜けられないようにしたい。 

・自転車も通り抜けられないようにしたい。 

・人が散策できるだけにはしてほしくない。 

・あまりものは置かないシンプルなものが良い。 

・通路を曲がりくねらせ通り抜けられないようにすると良い。 

・スケートボードのスピード抑制のためにはコンクリート舗装にはしないほ

うが良い。 

・高齢者対策（バリアフリーなど）は必要だ。 

・遊歩道にするだけではなく、少しは遊具があると良い。 

・砂場も考えられる。水まわりの用意も必要だ。但し、動物の糞対

策など管理が大変だ。 

・幼児が遊ぶ場 

・日々の憩いの場（散歩道／安らぎ） 

例） 幼児が遊ぶ場／子どもが遊ぶ場／高齢者が憩う場／高齢者等の交流の場 

／健康づくりの場／日々の憩いの場／まちの名物を感じる場／待ち合わせの場 

／防災に寄与した場 


